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表
紙
の
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ヤ
リ
ー
に
、ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
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マ
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フ
ォ
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ま
た
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ラ
付
き
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ト
を
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す
と
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AR（
拡
張
現
実
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が
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ら
れ
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定
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な
ど
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し
く
は
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

宇都宮市は平成28年度に市制
120周年・市町合併10周年を迎えます。

120年の感謝と絆
ともに未来を考え
いつまでも輝く
うつのみや

宇都宮
タワー

4月

大谷資料館
9月

うつのみや遺跡
の広場資料館

5月
白沢公園グラウンド
ワーク活動センター

6月
ろまんちっく村
総合案内所

7月
宮カフェ1階
アットミヤ

8月

サイクリング
ターミナル

10月
梵天の湯
11月

宇都宮城
ものしり館

12月
旧篠原家
住宅

1月
宇都宮
美術館

2月

3

（　　　　　　　　）

平成29年２月１日現在
■人口

■世帯 220,603世帯（＋255世帯） 

総数  519,913人 （＋182人）
男　  259,833人 （＋161人）
女　  260,080人 （＋21人）
転入 1,363人
出生　 406人

転出 1,067人
死亡　520人

　上記の人口・世帯数は、平成27年国勢調査人口
を基礎とし、住民基本台帳による異動数（出生・死亡・
転入・転出者数）を加減したものです。
問政策審議室☎（632）2124

（前月比）

  1 120年の軌跡／はつらつ宮っこ
  2 特集1

 プロスポーツ
  4 特集2

 こころのユニバーサルデザイン
  6 特集3

 市税のＱ＆Ａ（質問と答え）
  8 ふらっぷ
  9 健康・福祉・国保・年金
12 臨時福祉給付金
13 ＣＫＤ
14 自殺予防
15 結核
16 子ども
20 住まい・環境・安全・交通
24 狭あい道路

25 暮らし
30 税・産業・雇用
33 文化・教養・スポーツ
38 相談窓口
42 お気軽ウオーキング
43 教えてイイトコ宇都宮／公共交通
44 施設のイベント
48 日程・情報／カレンダー

飛山城史跡公園（竹下町）

　鎌倉時代、芳賀氏によって築かれた飛山城は、国指定史跡とな
り、平成17年3月、史跡公園として現代によみがえりました。飛山
城は、鬼怒川左岸の段丘を利用して築かれた平山城で、約14ヘク
タールという広大な面積を持ち、東と南は二重の堀で、西と北は
鬼怒川で守られています。
　公園前にある「とびやま歴史体験館」では、飛山城の歴史と合わ
せて、昔の人々の暮らしを身近に感じ体験できるコーナーや勾玉
や土器などをつくる体験工房室があります。

　スタンプを全部集めると、抽選で
ロードバイクや限定ミヤリーグッズな
どをプレゼント。スタンプ台紙は各
チェックポイントに置いてあるよ。
▽応募期間　4月10日まで。
▽当選者の発表　4月中旬に、当選者

に通知。
　応募方法などについ
て詳しくは、専用ホーム
ページmiyary-stamp.c
omや台紙を見てね。問
広報広聴課☎（632）
2129

▽休館日　毎週月曜日（祝休
日の場合は開館。その翌日休
館）、祝休日の翌日。
▽連絡先　☎（667）9400

3月のチェックポイント
とびやま歴史体験館

▲スマートフォン・
　タブレット
　QRコード

■イベント情報　武者行列やのろし実演を行う「きよはら飛
山まつり」については、33ページをご覧ください。

12月5日　宇都宮シクロクロスシリーズ。
22月4日～3月5日　上河内民俗資料館雛
人形展。1
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▲受賞作品の「紅茶のサッパリかば焼
き丼」（左）と「エビしんじょ」。エビしん
じょは、魚のすり身の代わりにはんぺ
んを使用し、焼き肉のたれで味付ける
ことで手間を省きました。

写真提供　JF全漁連写真提供　JF全漁連

宮はつらつ     っこ
今、輝いている市民

試
行
錯
誤
し
生
み
出
し
た
レ
シ
ピ
で

　
　
　
　
　
　
　
　農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

　
第
17
回
シ
ー
フ
ー
ド
料
理
コ

ン
テ
ス
ト
の
「
お
魚
料
理
チ
ャ

レ
ン
ジ
部
門
」
で
、
全
国
１
４

３
３
作
品
の
応
募
の
中
、
最
高

賞
の
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

し
た
浜
田
さ
ん
。
「
誰
で
も
簡

単
に
作
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、

目
を
引
く
料
理
を
意
識
し
た
。

自
分
で
考
え
た
レ
シ
ピ
が
評
価

し
て
も
ら
え
て
う
れ
し
い
」
と

振
り
返
り
ま
す
。

　
「
昔
か
ら
、
何
に
お
い
て
も

自
分
で
考
え
、
新
し
く
作
り
出

す
こ
と
が
好
き
」
と
話
す
浜
田

さ
ん
。
考
案
し
た
「
紅
茶
の

サ
ッ
パ
リ
か
ば
焼
き
丼
」
で
は
、

苦
手
と
す
る
人
が
多
い
魚
の

「
生
臭
さ
」
を
、
手
間
を
か
け

ず
に
解
消
で
き
れ
ば
と
試
行
錯

誤
。
「
紅
茶
に
た
ど
り
着
い
た

時
に
は
や
っ
た
と
思
っ
た
」
と
、

魚
の
臭
み
消
し
だ
け
で
な
く
、

ご
飯
の
風
味
付
け
と
し
て
も
紅

茶
を
活
用
し
、
独
創
性
な
ど
で

高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　
浜
田
さ
ん
が
選
ん
だ
就
職
先

は
、
デ
ー
タ
分
析
か
ら
製
作
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
な
ど
す

べ
て
自
分
で
手
掛
け
る
こ
と
が

で
き
る
新
潟
県
の
製
菓
会
社
。

「
地
元
を
離
れ
る
不
安
も
あ
る

が
好
き
な
こ
と
が
で
き
る
ワ
ク

ワ
ク
も
大
き
い
。
離
れ
て
暮
ら

す
両
親
や
親
戚
に
届
く
よ
う
な

ヒ
ッ
ト
商
品
を
作
り
た
い
」
と
、

豊
か
な
創
造
力
を
武
器
に
未
来

へ
走
り
出
し
ま
す
。

宇
都
宮
大
学
　浜
田
　亜
紀
さ
ん

宇
都
宮
市
年
表

　このコーナーでは、宇都宮の120年の歩みを年表
と写真で紹介します。

西暦
年

1995
7

1996
8

1997
9

1998
10

2002
14

2006
18

2007
19

2009
21

2011
23

2012
24

2014
26

2016
28

主
　な
　出
　来
　事

▽
第
10
回
国
民
文
化
祭
を
開
催

▽
市
制
100
周
年
記
念
式
典・記
念
事
業
を
開
催

▽
中
核
市
に
移
行

▽
ろ
ま
ん
ち
っ
く
村
が
開
園

▽
宇
都
宮
美
術
館
が
開
館

▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

▽
完
全
学
校
週
５
日
制
を
開
始

▽
市
制
110
周
年
を
迎
え
る

▽
上
河
内
町
と
河
内
町
を
編
入
し
、人
口
50
万

人
に
到
達

▽
宇
都
宮
城
址
公
園
が
オ
ー
プ
ン

▽
第
１
回
も
っ
た
い
な
い
全
国
大
会
を
開
催

▽
ご
み
回
収
が
５
種
13

分
別
に
拡
大

▽
全
国
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
を
開

催▽
小
中
一
貫
教
育
が
始

ま
る

▽
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
栃

木
２
０
１
４
を
開
催

▽
市
制
120
周
年・合
併

10
周
年
を
迎
え
る

平
　
　
　
　成▶

宇
都
宮
美
術
館
　国
内

外
の
20
世
紀
を
中
心
と
し

た
多
様
な
美
術
作
品
を
収

集
展
示
す
る
施
設
。新
た
な

文
化
の
拠
点
と
し
て
、長
岡

町
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

◀
ろ
ま
ん
ち
っ
く
村
　温
泉
の
余

熱
を
利
用
し
た
フ
ラ
ワ
ー
ド
ー

ム
や
四
季
の
森
、味
の
広
場
、地

ビ
ー
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
や
農
産
物
直

売
所
な
ど
を
備
え
、余
暇
活
動
の

場
、農
林
業
体
験
が
で
き
る
施
設

と
し
て
新
里
町
に
オ
ー
プ
ン
。
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平成7年～平成28年


